
改
正
道
路
交
通
法
の
概
要

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

堀ほ
り
ぐ
ち口

　
順す

な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

平和都市宣言が刻まれたモニュメント

浜
川
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
設
置
器
具
の
買
い
替
え

駅
構
内
へ
の
保
育
所
等
の
設
置
時と

き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

高
齢
者
へ
の
買
い
物
支
援

人

口

減

少

対

策
依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

平
和
行
政
の
取
り
組
み
伊い

と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

質
問　
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
本

市
の
平
和
行
政
へ
の
取
り
組
み
姿
勢

と
主
な
内
容
は
。

答
弁　
戦
後
70
年
を
迎
え
、
戦
争
体

験
を
語
り
継
げ
る
世
代
が
減
っ
て
い

く
中
、
平
和
行
政
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
昭
和
61
年
に
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
を
制
定
し
、
若
い
世
代
へ

の
啓
発
や
庁
舎
前
広
場
に
平
和
都
市

宣
言
が
刻
ま
れ
た
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
移
設
し
平
和
ゾ
ー
ン
を
整
備
す

る
な
ど
、
宣
言
の
趣
旨
に
沿
っ
た
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
教
育

の
内
容
と
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

答
弁　
小
・
中
学
校
で
は
社
会
科
の

授
業
で
平
和
主
義
を
学
習
し
、
我
が

国
が
世
界
平
和
に
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
平

和
作
文
集
の
発
行
や
平
和
美
術
展
を

開
催
し
、
今
後
も
授
業
や
読
書
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
が
平
和
に
つ
い
て

考
え
て
い
け
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

質
問　
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り

組
み
や
市
民
運
動
へ
の
支
援
状
況
は
。

答
弁　
平
和
パ
ネ
ル
展
や
平
和
美
術

展
、
平
和
上
映
会
の
開
催
の
ほ
か
懸

垂
幕
の
掲
出
や
平
和
教
材
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
原
水
爆
禁
止

高
崎
協
議
会
と
原
水
爆
禁
止
群
馬
県

協
議
会
で
行
う
平
和
行
進
の
行
進
団

の
受
け
入
れ
や
休
憩
場
所
の
確
保
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
長
野
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
始
ま
っ
た
高
齢
者
向
け
買
い
物

支
援
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交
付
事
業

の
仕
組
み
は
。

答
弁　
近
所
に
商
店
が
な
い
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
に
く
い
な
ど
、

買
い
物
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
い
る
町
内
会
に
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
る
。
町
内

会
が
手
配
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高

齢
者
と
タ
ク
シ
ー
に
同
乗
し
買
い
物

に
行
く
仕
組
み
で
、
利
用
希
望
の
取

り
ま
と
め
や
タ
ク
シ
ー
の
手
配
な
ど

も
町
内
会
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　
本
市
の
人
口
減
少
対
策
は
。

答
弁　
高
崎
駅
を
中
心
と
し
た
街
中

に
お
い
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
活
力
は
市
全
域

に
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持

つ
特
性
を
生
か
す
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
本
市
の
人
口
は
減
少
せ
ず
、

む
し
ろ
増
加
す
る
も
の
と
考
え
る
。

質
問　
本
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
目
指
し
て
い
る
が
、
選
択
と
集
中

の
考
え
に
よ
り
地
域
を
切
り
捨
て
る

懸
念
が
あ
る
が
、
考
え
は
。

答
弁　
高
崎
駅
を
中
心
と
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
同
様
に
合

併
地
域
の
中
心
部
も
地
域
の
核
と
し

て
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
わ
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
高
崎
駅
を

中
心
と
し
た
地
域
と
合
併
地
域
の
中

心
核
を
公
共
交
通
で
結
び
、
利
便
性

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

質
問　
老
朽
化
し
て
い
る
浜
川
体
育

館
、
温
水
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
設
置
器
具
の
買
い
替
え
や

新
規
導
入
の
予
定
は
。

答
弁　
体
育
館
は
完
成
後
30
年
以
上
、

温
水
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
約
20
年
経
過
し
て
お
り
、
設
置

器
具
は
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
不
具
合

の
あ
る
も
の
は
買
い
替
え
て
い
く
。

質
問　
通
勤
な
ど
で
高
崎
駅
を
利
用

す
る
、
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
た

め
に
駅
構
内
や
駅
周
辺
に
保
育
所
を

設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
高
崎
駅
構
内
や
駅
に
直
結
し

た
保
育
施
設
は
な
い
が
、
周
辺
に
は

数
施
設
あ
る
。
利
用
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
駅
周
辺
部
に
は
、
保
育
所

等
緊
急
整
備
事
業
補
助
金
を
活
用
し

施
設
整
備
を
進
め
る
。
子
育
て
環
境

の
拡
充
を
図
り
保
護
者
の
利
便
性
の

向
上
と
定
住
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問　
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
相
談

な
ど
が
で
き
る
学
校
問
題
対
策
専
門

委
員
会
の
本
市
の
設
置
状
況
は
。

答
弁　
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
と

し
て
本
市
や
各
学
校
に
設
置
し
て
い

る
。
平
成
25
年
６
月
の
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
の
成
立
で
、
他
市
に
先

駆
け
て
い
じ
め
に
悩
む
子
ど
も
や
保

護
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
11
月
に
設

置
し
、
問
題
の
早
期
発
見
、
解
決
に

努
め
て
い
る
。

質
問　

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改

正
道
路
交
通
法
の
概
要
は
。
ま
た
学

校
で
の
自
転
車
の
安
全
運
転
対
策
は
。

答
弁　
自
転
車
運
転
中
に
危
険
な
ル

ー
ル
違
反
を
繰
り
返
し
た
者
に
講
習

の
受
講
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
14
歳

以
上
が
対
象
と
な
る
。
ま
た
本
市
で

は
小
・
中
・
高
校
そ
れ
ぞ
れ
で
交
通

安
全
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

交
通
安
全
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
。

質
問　
近
年
、
高
齢
者
や
認
知
症
の

疑
い
の
あ
る
人
の
交
通
事
故
が
増
加

し
て
い
る
が
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
安
全
確
保
の
た
め
の
対
策
は
。

答
弁　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
高
齢
者
の
方
に
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
贈
呈
し
て
お
り
、
受
付
件

数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
高

齢
者
講
習
の
ほ
か
認
知
機
能
検
査
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

質
問　

４
月
１
日
に
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
制
度

の
概
要
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
給

与
所
得
者
や
生
活
保
護
者
の
増
加
を

背
景
に
、
生
活
保
護
者
以
外
の
生
活

困
窮
者
の
支
援
強
化
を
目
的
に
制
定

さ
れ
、
就
労
や
自
立
相
談
支
援
、
家

賃
の
支
給
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
の
早
期
発
見
・
支
援
が

ス
ム
ー
ズ
な
自
立
へ
つ
な
が
る
た
め
、

制
度
周
知
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
制

度
を
補
完
す
る
本
市
に
適
し
た
支
援

制
度
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（8）まめ知識●コンパクトシティ 都市の中心部に行政、商業、住宅などさまざまな都市機能を集中させた形態。



新
ホ
ー
ル
の
送
迎
車
用
ス
ペ
ー
ス

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
私
有
地
逆さ

か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

認
可
地
縁
団
体
の
状
況

自
転
車
の
安
全
点
検
指
導
林は

や
し　 

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

災
害
に
対
す
る
備
え

駅
東
西
を
結
ぶ
ぐ
る
り
ん
を
新し

ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

里
山
元
気
再
生
事
業

自
転
車
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
へ
の
課
題
長お

さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高崎駅東口に発着するぐるりんバス

質
問　

高
崎
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
基
本
設
計
に
は
、
新
ホ

ー
ル
に
送
迎
車
用
の
車
寄
せ
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
自

転
車
置
き
場
も
少
な
い
よ
う
に
感
じ

る
が
、
考
え
は
。

答
弁　
施
設
配
置
の
計
画
上
難
し
い

が
２
か
所
程
度
の
車
寄
せ
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
、
道
路
管
理
者
な
ど
関
係

者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

自
転
車
駐
車
場
も
開
館
時
ま
で
に
対

応
す
べ
く
計
画
中
で
あ
る
。

質
問　
高
崎
駅
東
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
を
東
口
線
の
中
央
分
離
帯

上
に
新
ホ
ー
ル
ま
で
延
ば
す
目
的
は
。

答
弁　
本
施
設
は
公
共
交
通
を
利
用

し
来
館
さ
れ
る
方
が
多
い
と
予
想
し

て
お
り
、
駅
と
直
接
結
ぶ
こ
と
で
よ

り
ス
ム
ー
ズ
で
安
全
に
誘
導
で
き
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
東
口
線
両
側
に

計
画
す
る
駐
車
場
な
ど
へ
の
接
続
も

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

質
問　
空
き
地
や
耕
作
放
棄
地
な
ど

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
私
有
地

へ
の
苦
情
や
解
決
件
数
は
。
解
決
が

困
難
な
の
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
か
。

答
弁　
平
成
26
年
度
の
空
き
地
の
苦

情
は
１
８
０
件
で
、
７
割
は
除
草
等

の
対
応
で
改
善
し
た
。
ま
た
、
農
地

に
つ
い
て
は
51
件
の
苦
情
の
う
ち
22

件
が
解
決
し
た
。
未
解
決
の
事
例
と

し
て
は
、
所
有
者
が
特
定
さ
れ
な
い
、

破
綻
会
社
が
所
有
、
相
続
で
代
表
者

が
特
定
さ
れ
な
い
な
ど
で
あ
る
。

質
問　
認
可
地
縁
団
体
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
本
市
の
状
況

は
。

答
弁　
町
内
会
名
義
で
登
記
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
財
産
上
の
問

題
に
対
処
す
る
た
め
、
一
定
の
区
域

に
住
所
を
有
す
る
者
を
構
成
員
と
す

る
地
縁
に
よ
る
団
体
が
法
人
格
を
取

得
し
、
不
動
産
な
ど
資
産
を
団
体
名

義
で
登
記
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
現
在
、
本
市
に
は
82
の
団

体
が
認
可
地
縁
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
高
崎
管
内
の
自
転
車
事
故
と

小
・
中
学
生
の
事
故
の
状
況
は
。

答
弁　
平
成
26
年
中
の
高
崎
管
内
の

自
転
車
事
故
は
、
５
７
３
件
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
自

転
車
事
故
は
、
小
学
生
21
人
、
中
学

生
74
人
、
計
95
人
の
報
告
が
あ
り
、

飛
び
出
し
や
前
方
等
不
注
意
が
全
体

の
約
６
割
で
あ
っ
た
。

質
問　
小
・
中
学
校
で
は
自
転
車
の

点
検
の
必
要
性
も
含
め
た
安
全
点
検

を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
自
転
車
点
検
は
、
保
護
者
へ

の
依
頼
が
中
心
で
あ
る
が
、
整
備
不

良
も
改
正
道
路
交
通
法
の
指
導
項
目

の
た
め
、
効
果
的
な
方
策
を
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
自
転
車
安
全
整
備
士

の
点
検
と
賠
償
責
任
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
保
険
な
ど
へ
の
加

入
促
進
や
保
護
者
向
け
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど
で
、
事
故
防
止
に

取
り
組
み
た
い
。

質
問　
山
名
団
地
な
ど
観
音
山
丘
陵

地
域
で
は
ア
ク
セ
ス
道
路
が
１
本
の

た
め
道
路
が
分
断
さ
れ
た
場
合
孤
立

す
る
懸
念
が
あ
る
。
解
消
の
考
え
は
。

答
弁　
観
音
山
丘
陵
で
は
地
形
や
工

事
費
の
面
で
新
た
な
道
路
整
備
は
難

し
い
。
な
お
、
危
険
箇
所
総
点
検
で

団
地
や
山
間
部
の
道
路
沿
線
の
土
砂

災
害
へ
の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
児
童
・
生
徒
在
校
時
に
災
害

が
発
生
し
、
地
域
の
方
が
避
難
し
て

き
た
場
合
、
備
蓄
品
は
足
り
る
の
か
。

児
童
・
生
徒
用
の
備
蓄
品
の
有
無
は
。

答
弁　
災
害
時
に
は
、
救
援
物
資
が

届
く
と
さ
れ
る
３
日
間
を
想
定
し
た

量
の
備
蓄
品
を
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
か
ら
避
難
所
に
配
布
す
る

計
画
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
専
用
の

備
蓄
品
は
な
い
。
現
在
の
計
画
は
多

数
の
児
童
が
学
校
に
と
ど
ま
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
研
究
し
た
い
。

質
問　
市
東
部
か
ら
ぐ
る
り
ん
を
利

用
す
る
場
合
、
駅
東
口
に
到
着
す
る

が
、
西
口
方
面
に
用
事
が
あ
る
方
も

多
い
。
駅
東
西
を
結
ぶ
路
線
を
望
む

声
が
多
数
あ
る
が
、
考
え
は
。

答
弁　
市
東
部
の
路
線
は
、
路
線
距

離
や
運
行
時
間
短
縮
の
た
め
平
成
22

年
に
改
正
し
、
西
口
へ
の
利
用
者
に

は
都
心
循
環
線
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
し
た
経
緯
が
あ
る
た
め
路

線
の
新
設
や
延
伸
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
が
、
折
々
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
里
山
元
気
再
生
事
業
の
こ
れ

ま
で
の
実
績
は
。
ま
た
、
実
施
す
る

上
で
の
課
題
や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
平
成
25
年
度
は
１
０
０
０
㎡

以
上
の
竹
や
ぶ
を
対
象
に
20
地
区
、

３
万
９
７
１
６
㎡
、
26
年
度
は
竹
や

ぶ
の
ほ
か
２
０
０
０
㎡
以
上
の
里
山

林
も
対
象
と
し
、
21
地
区
、
５
万
７

１
９
６
㎡
を
整
備
し
た
。
対
象
の
竹

や
ぶ
等
が
管
理
放
棄
さ
れ
所
有
者
特

定
に
時
間
を
要
す
る
と
い
っ
た
課
題

が
あ
る
が
、
事
業
を
継
続
し
、
有
害

鳥
獣
被
害
の
軽
減
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問　
緑
の
県
民
基
金
事
業
の
申
請

状
況
と
竹
の
粉
砕
機
の
利
用
方
法
は
。

答
弁　
昨
年
度
分
と
合
わ
せ
、
約
18

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
地
権
者
と
の
調
整
等

が
ま
と
ま
り
次
第
、
着
手
し
て
い
く

予
定
で
、
現
在
、
場
所
の
選
定
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
粉
砕
機
は
烏
川

流
域
森
林
組
合
に
貸
与
し
、
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　
自
転
車
運
転
者
の
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
の
課
題
は
。
ま
た
、

利
用
者
の
マ
ナ
ー
違
反
報
道
の
あ
っ

た
高
チ
ャ
リ
の
現
在
の
状
況
は
。

答
弁　
自
転
車
運
転
者
の
意
識
向
上

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
高
チ
ャ
リ

は
、
利
用
終
了
時
刻
に
返
却
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
数
日
戻
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
な
く
な
っ
た
自
転
車
は
一

台
も
な
い
。
使
い
勝
手
の
良
さ
を
維

持
し
な
が
ら
、
悪
質
な
利
用
者
対
策

を
重
点
的
に
行
っ
て
い
く
。

（9） まめ知識●緑の県民基金事業 平成26年４月に群馬県で森林環境の保全を目的に「群馬緑の県民税」を導入し、
荒廃した里山・平地林の整備などに対し、活動支援を受けることができる事業。


